
①　以下の文章を読みながら「さ・し・す・せ・そ」に ○（まる）をつけてください。


だれもがにんちしょうになりえる／じぶんごととしてかんがえるじ
だいへ 
「あたらしいにんちしょうかん」にたつ： 
　ここでしめされた「あたらしいにんちしょうかん」とは、にんち
しょうになったらなにもできなくなるのではなく、にんちしょうに
なってからも、ひとりひとりがこじんとしてできること・やりたい
ことがあり、すみなれたちいきでなかまなどとつながりながら、き
ぼうをもってじぶんらしくくらしつづけることができるというかん
がえかたである。 
　にんちしょうのひとをふくめたこくみんひとりひとりが「あたら
しいにんちしょうかん」にたち、にんちしょうのひとがみずからの
いしによって、たようなしゅたいとともに、にちじょうせいかつお
よびしゃかいせいかつをいとなむことができるきょうせいしゃかい
をつくりあげていくひつようがある。 

②　各仮名の個数を数えて、数を書いてください。


さ　　　し　　　す　　　せ　　　そ


③　何について書かれた文章でしたか？口頭で教えてください。
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